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1 はじめに
近年の映像技術の進歩にともない、放送やインター

ネットなどを通じて発信されるマルチメディアデータは
増大の一途をたどっている。このような大量のデータを
整理し、効率良く保存・検索するため、マルチメディア
データの解析はますます重要な技術となりつつある。そ
こで我々は、料理映像に着目した映像解析、索引付けな
どの研究を行っている [1]。また最近では特に料理映像
の自動要約を目標とし、映像中の動きに着目した研究を
進めている [2]。料理映像の自動要約が実現すれば、映
像による料理レシピの閲覧の他に、要約料理映像データ
ベースの構築や検索など、様々な応用が考えられる。
これまで、映像の自動要約に関しては様々な研究がな

されてきたが、一般的に、要約された映像は見づらいと
いう研究結果も報告されている [3]。この原因は音声が
断続的に途切れるためであるが、料理映像では視覚的な
情報から動作や手順を知ることができるため、音声がな
くても概要を理解することができる。また、冗長な映像
も多く含むため、料理映像は要約に適した素材であると
考えられる。そこで我々は、音声を含まない要約映像を
作成することを前提としている。
本稿ではこれまでの研究 [2]をふまえ、映像中から検

出された動きを基にした料理映像の解析手法について検
討する。

2 動き検出による料理映像の解析
2.1 料理映像の特徴
料理映像には、一般的に対応するテキスト教材が存在

することが多い。従って料理映像においては、テキスト
教材では表現しきれない視覚的な情報を示す部分が特に
重要であると考えられる。すなわち、調理動作や、料理
や食材の状態に関する映像は特に重要である。
ここで、料理映像のショットは、図 1に示すように、

大きく (A)人物ショット、(B)手元ショット の 2つに分
類でき、主に手元ショットに重要な映像を含む。
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図 1: 料理映像におけるショットの分類

しかし多くの場合、図 2に示すように、手元ショット
はその中にさらに構造があり、調理において重要な映像
を含む一方で、動作と動作の間などは比較的冗長であ
る。したがって料理映像の要約を作成する際には、映像
の構成を解析し、元の映像から手元ショットにおける重
要部分を取り出すことが必要となる。

図 2: 料理映像の構成例

また前述のように、料理映像における重要部分は、調
理動作や料理や食材の状態に関する映像であるが、これ
らは表 1のような特徴をもつ。

表 1: 料理映像の重要部分とその特徴
重要部分 特徴
調理動作 映像の動きが大きい (激しい)

料理や食材の状態 映像の動きはほぼない

2.2 映像中の動き検出
表 1の特徴により、料理映像における重要部分を検出

するためにまず、映像中の動きを検出する。本研究で
は映像中から動きを検出する手法として、後に動きの
方向や速度などを利用することも考慮し、オプティカ
ルフローを利用する。オプティカルフローを検出する
手法は数多く提案されているが、現時点では基本的な
手法である Hornらの手法 [4]を用いている。具体的に
は、30frame/secの料理映像中の手元ショットに対しオ
プティカルフローを検出し、その大きさの和を計算する
ことで、図 3に示すようなグラフを作成する。我々のこ
れまでの研究では、このグラフを基に、90%程度の精度



で映像の重要部分検出に成功している [2]。また、新た
にショット内でのオプティカルフローの大きさの分散 σ2

を閾値として導入することによって、検出精度の向上を
図った。

図 3: フレーム毎のオプティカルフローの大きさ

なお、誤検出や検出洩れの主な原因は、
• カメラワーク
• 調理動作とは関係のない人の動き

などの、重要ではない動きを誤検出したことであった。

2.3 カメラワークの検出
誤検出を減らすため、検出されたオプティカルフロー

を利用してカメラワークを検出する。今回は、カメラ
ワークの中でもその多くが誤検出の原因となる、カメラ
の平行移動 (パン)の検出手法について検討した。具体
的な手順を次に示す。

1. 1フレーム中の全画素において、それぞれオプティ
カルフローベクトルの向き (角度)を計算する。ベク
トルの大きさで重み付けをし、角度の分布をとる。

2. 一続きの動きと見なせる範囲のフレームについて、
角度分布の平均をとる。

以上により、パンがある場合には角度分布は図 4のよ
うに正規分布に近い形になり、カメラワークがなく、調
理動作のみの場合には図 5のように明確なピークがない
ことがわかった。したがってこれを利用し、角度分布の
ピークの値 (頻度)Fpがある適当な閾値 Fth以上であり、
かつピークが 1 つのみであるものをパンとして検出す
ることとした。

3 単純な要約映像の作成
ここで、今まで検出してきた重要部分を取り出すこと

により、簡単な要約映像を作成した。今回の手法として
は、重要部分として検出された部分のうち、調理動作部
分に関しては最初の 2 秒間を、料理や食材の状態部分
に関しては最後の 2 秒間を取り出し、それらを単純に
時系列にそって結合している。また、カメラワーク (パ
ン)に関しても自動検出し (Fth=0.025に設定)、その部
分は要約から除外するようにした。なお、ショット分類

図 4: カメラワーク (パン)がある場合の角度分布

図 5: カメラワークがない場合の角度分布

は理想的に行われたものとし、それ以降の処理に関して
は自動化して行った。
このようにして作成された要約映像は時間的には元の

映像の 1/8 ∼ 1/10程度であったが、調理手法の概要は
ほぼ理解できるものであった。またカメラワーク (パン)
を検出したことにより、誤検出の約 4割を削減できた。

4 おわりに
本研究では、料理映像の要約を目標に、映像中の動き

に着目することで、映像構成を解析する手法を検討して
いる。本稿においては、主にこれまでの手法では誤検出
の原因となっていたカメラワークの検出手法について検
討した。また、簡単な要約映像を作成することにより、
手法の有効性を確認した。
今後は、動きの分類をすることなどによる映像解析の

精度向上、及びそれを利用した料理映像の要約手法の詳
細について検討する。また、動き検出とは別に、映像を
要約する上で重要と考えられる映像中の字幕の検出につ
いても検討する。
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